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3. 概要 
① 目的＆内容 

昨今民間宇宙企業が増え、新しい宇宙利用の切り口が増えてきているものの、宇宙

利用の方法としてエンターテインメントというのはまだまだ珍しい。 
このセッションでは、人工流れ星をはじめとしたエンターテインメントとそこから

もたらされるサイエンスについての紹介を行う。 
民間宇宙企業として 

② 意義 
マネタイズが難しいといわれている民間宇宙企業であるが、エンターテインメント

と組み合わせることで、マネタイズの機会を試みている事例もあるということを紹

介し、新しい宇宙利用の方法を提案する。 
また、エンターテインメントといてだけではなく、その流れ星データがもたらす 
サイエンスへの貢献についても詳しく紹介する。 
新しい宇宙利用の方法を認知してもらい、それらが宇宙産業を活性化させていると

いうことをお伝えし、さらにこの取り組みに参加する企業、個人、団体を増やした

い。 
 

4. セッション構成、発表件数 
1 セッション 7 件 
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